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行政評価
事業体系

分野 計画推進のために[Ⅶ]

政策 目標の設定と管理による行財政運営の戦略的推進[15]

施策名
部課名
課長名

施策No
戦略的な政策形成と行政改革の推
進

15-01
内線

総務企画部総務企画課
片岡 2140

指標に関する説明

　目指すべき区の将来像を区民と共有し、将来像の実現に向け戦略的、計画的な政策形成を図ると
ともに、簡素で効率的、効果的な区政運営を推進することにより、一層の区民サービスの向上や施
策の充実を図る。
　また、区民への事務事業等の分かりやすい説明などをとおして、区民の区政への参画意識を高め
るとともに、コスト意識の醸成や成果の重視等、職員の意識改革を進める。

○基本構想に掲げる『幸福実感都市あらかわ』の実現に向けて、質の高い区民サービスを提供する
　ため、区が抱える課題等について、多角的かつ中長期的な視点から調査研究等を行い、政策形成
　につなげていく必要がある。
○今後、財源の減少が見込まれる中、これまで以上に事務事業の必要性や効果等を精緻に分析し、
　事務事業のあり方そのものや実施方法、内容等の改善、見直しについて検証し、実践していく必
　要がある。
○新たな区民ニーズや地域の課題、社会経済情勢の変化等を的確に捉え、これらに対応した施策を
　適切に講じていく必要がある。

施策の成果とする指標名
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施策の分類
分類についての説明・意見等

24年度設定 25年度設定

　区民に最も身近な自治体として、これまで以上に政策形成能力の
向上を図り、より戦略的、計画的な区政運営を実践していく必要が
ある。
　併せて、厳しい財政状況が続くと見込まれる中、区民ニーズを的
確に捉え、行政評価システムの活用や行政改革をより機動的な実施
をとおして、より効率的、効果的な施策展開を図っていかなければ
ならない。

区政世論調査の結果

全政策・施策・事務事業の分
析シートを公表
21年度以降は「区政経営戦略
プラン」に基づく項目数

57.9% 50.0% 43.0%
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(見込み)

―

100% 100% 100% 100%
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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○荒川区自治総合研究所との連携をより緊密にしながら、調査研究報告等を活用し、区の政策形成
　につなげていく。
○識見者等から有用な意見や助言等を聴取する機会を積極的に活用し、的確に区政への反映を進め
　ていく。
○行政評価システムの改善とこれまで以上の活用をとおして、事務事業の廃止や実施方法の見直
　し、内容等の精査を徹底的に行い、施策の再構築を図る。
○汐入地区のコミュニティに対する支援や荒川二丁目複合施設の整備に関する議論等をとおして、
　新たな地域課題や区民ニーズへの的確な対応を進めていく。
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54,945 92,609

区民ニーズの高い図書館、（仮
称）吉村昭記念文学館、子ども
施設の機能を併せ持つ施設を整
備し、三つの機能を融合するこ
とにより新しい価値を生み出さ
れる施設を目指す。更に複合施
設を整備することにより、道路
の拡幅も含め、地域の防災力を
高めることを可能とする。

継続

推進

推進

重点的
に推進

基本構想の実現に向けた各種施
策の推進に資する。

区政への関心を高め、郷土への
愛着を深めるとともに、区のイ
メージアップの向上等に資する
ため、積極的に推進を図る。

新たなコミュニティづくりの支
援等を積極的に推進する。

推進

推進

01-01-13 1,120 1,290 推進 推進

荒川区顧問

01-01-15

01-01-16

01-01-20

施策を構成する事務事業の分類

荒川区基本構想推進委員
会

指定管理者制度の運用に
かかる調整

ニュータウン施策の推進

荒川区シンボルキャラク
ターの活用

事務事業名
決算額（千円）事務事業

No

行政改革の推進

自治体シンクタンクの運
営支援

研究所の安定した運営に資する
ため、適切な支援を行う。

24年度で完結する「あらかわ区
政経営戦略プラン」に引き続
き、25年度以降の戦略プランも
積極的に推進する。

政策形成に資する。

分類についての説明・意見等

サービスの向上と費用の縮減を
図るという制度の導入趣旨を踏
まえ、全庁的な調整を図りなが
ら、適切に運用していく。

より効果的、機動的な制度とな
るよう、幹部職員をはじめ、職
員の意識の醸成とシステムの改
善を図りながら、着実に継続し
ていく。

22年度

行政評価システムの推進

施策推進のため
の分類

24年度
設　定

25年度
設　定

23年度

01-01-14 0 0 継続

0 0 推進 推進

0 0 推進

01-01-17 160 164 推進

40,606 60,989 推進

推進

重点的
に推進

01-01-22 4,373 2,708 推進

01-01-23 300 3,174 推進

合　計

01-01-24 8,386 24,284荒川二丁目複合施設整備


